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元

の
詩

と

敎
世
界

砂

山

稔

序

言

莫

の
友
で
あ
る
白
居
易
（
七
七
二
｜
八
四
六
）
と
と
も
に
元

白
と
竝
び

さ
れ
る
元

（
七
七
九
｜
八
三
一
）
は
、「
聰
警

人

に

し
、
年
少
に
し
て
才
名
有
り
」
と
さ
れ
、
ま
た
、「
性

鋒

、
事
を
見
れ
ば
風
生
ず
」（『
舊

書
』

一
一
六
、
元

傳
）
と

言
わ
れ
る

な
才
物
で
あ
る
。
元

は
元
白

學
集
團
の
旗
手

で
、
傳
奇
小

「
鶯
鶯
傳
」
の

、

代
悼

詩
の
名
手
で
も

あ
る1

）。
そ
の
元

は
、
ま
た
、「

故
工
部
員
外

杜
君
墓
係
銘

序
」（『
元

集
』

五
十
六
）
に
お
い
て
、
夙
に
杜

を
激
賞

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

中
に
「

字
は
子
美
、

天
寶
中
、
三
大
禮
賦
を

じ
、

皇
（
玄
宗
の
こ
と
）
之
を
奇
と

す
」
と
杜

の
「

太
淸
宮
賦
」
な
ど
の
「
三
大
禮
賦
」
に
言

し
て
い
る
。
老
子
を
祀
っ
た
「
太
淸
宮
」
に
關
す
る
「

太

淸
宮
賦
」
の
第
一
段
の
末
尾
に
お
い
て
、
杜

は
、
玄
宗
と
楊
貴

妃
を
「
長

之

」
に

る

敎
の

高
神
で
あ
る
元
始
天

と

「
崑
崙
之
丘
」
に

る
仙
女
の
代
表
で
あ
る
西
王
母
に
見
立
て
て
、

「

臻
於
長

之

、

入
於
崑
崙
之
丘
」
と
詠
じ
る2

）が
、
こ
の

「

太
淸
宮
賦
」
の
濃
厚
な

敎

雰
圍
氣
は
、
元

の
有
名

な
「

昌
宮
詞
」
に

な
る
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
元
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と

敎
に
關
す
る

究
は
、
不
可
思
議
な
こ
と
に
殆
ど
未
開
拓

と
言
っ
て
良
く
、
そ
の
課
題
を
今
に

し
て
い
る
。
そ
こ
で
小
論

で
は
四

に
分
か
っ
て
、
こ
の
中

の
代
表

人
と

敎
と
の

關
わ
り
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一

上
元
・
開
元

・
玄
宗
・「

昌
宮
詞
」

元

の
「
法
曲
」（「
和
李
校
書
新
題

府
十
二
首

序
」
の
第
五

首
、『
元

集
』

二
十
四
）
後

で
は

の
よ
う
に
詠
じ
る
。

胡
騎

煙
塵
を

し
て
よ
り
、
毛
毳
腥

咸
洛
に
滿
つ

女
は
胡

と
爲
り
て

胡

を
學
び
、
伎
は
胡

を

め

胡

を
務
む

火
鳳
聲
沈
ん
で

多
く
咽

し
、
春
鶯
囀
罷
ん
で

長
く
蕭

索
た
り

胡

と
胡
騎
と
胡

と
、
五
十
年
來

紛
泊
を
競
う

咸
洛
は
長
安
と
洛
陽
。
火
鳳
聲
・
春
鶯
囀
は

曲
の
名3

）。
安
史

の

以
後
の

況
を
歌
う
こ
の

府
で
、
元

の

識
は
胡

の

中
、

く

（
中
華
）
の
側
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

元

は
北
魏
王

を
興
し
た
拓
跋
氏
の
王
族
の
子
孫
で
あ
る
こ

と
に

い
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
た
。

に

英
樹
氏

の

『
元

究
』
で
は
、
そ
の
「
世
系
」
の

頭
で
「
元

が
歿
し

て
ほ
ど
な
く
、
白
居
易
は
一

の
「

歌
詞
」
を
捧
げ
、
そ
の
一

で
、「
銘

官
重
威
儀

、
騎
吹
聲
繁
鹵

長
╱
後
魏

孫

宰

相
、
六
年
七

葬
咸
陽
」
と
詠
じ
て
い
た
。
元

は
「
後
魏
の

孫
」
で
あ
り
「

の
宰
相
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
後
魏
の

孫
」

に
つ
い
て
、
白
居
易
は
「

書
右
僕
射
河
南
元
公
墓
誌
銘
」
で
、

「
公

僕
射
府
君
第
四
子
、
後
魏
昭

皇

十
五
代
孫
也
」
と
も

い
う
。
元

に
つ
い
て
、「
後
魏
」
の

室
の
末
裔
で
あ
る
こ
と

を
、
大
き
く
言

げ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
元

自
身
の

誇
り
と
す
る

で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る4

）。
こ
れ
に
加
え

て
、
元

は
、

民
族
の
民
族
宗
敎
で
あ
る

敎
を
奉
じ
る
こ
と

に
何
ら
の

和
感
も
抱
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
重

で
あ
る
。

早
熟
の
才
子
で
あ
っ
た
元

に
は
、
十
八
才
の
折
の
「
開
元

閑
居
酬

士
矩
侍
御
三
十
韻
」（『
元

集
』

十
）
と
題
す
る
詩

が

さ
れ
て
お
り
、
詩
人
が
若
年
か
ら
長
安
の

に
出
入
し
、

敎
に
親
し
ん
で
い
た

子
が
窺
わ
れ
る
。
詩
は
三
十
韻
の
長
い
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も
の
で
あ
る
が
、

の
二
十
句
を
見
て
み
よ
う
。「
靜

し
て

狂
心
盡
き
、
幽
居
し
て

氣
添
う
╱
神

を

き
、

朱
籤
を
捧
ぐ
╱

と
し
て

煙
霞

ま
り
、
優
游
と
し
て

序
淹
う
╱
壇
に
登
り
て

を
擁
し
、
殿
に
趨
り
て

胡
髯

に
禮
す
（
自

「
殿
に
玄
宗
皇

の
眞
容
有
り
」）
╱

は

こ
る

庭
の

、
香
は
開
く

白
玉
の

╱
盟
を
結
び
て

金
劍
重
く
、

魅
を
斬
り
て

寶
刀
銛
た
り
╱
禹

す
れ
ば

星
綱
動
き
、
符
を

焚
け
ば

鬼
いた

る
╱
冥

し
て

直
使
を
呼
び
、

奏
し
て

飛

を
役
す
╱
仙

聊
か

ぶ
る
を

み

名

復
た
占
を

爲
す
╱
赤

も
て

皓
鶴
に

り

綠

も
て
靑

に
代
う
」。

題
下
の
自

に
は
「
十
八
時
に
作
る
」
と
あ
り
、
開
元

は
『
長

安
志
』

九
の

德
坊
の
項
に
「
本
は
隋
の

王

の
宅
な
り
。

（
中
略
）
景
雲
元
年
、

士
の

を
置
く
」
と
あ
る
。
詩
の
中
の

「

鬼
」
に
つ
い
て
、

相

の
『
元

集
校

』

十
で
は
、

の
陸
龜
蒙
の
「
祀

解
」
に
「

鬼

時
を
以
て
人
の
功

を

し
、
上
り
て
天
に
白もう
す
」
と
あ
る
の
を

げ
る5

）。

に
「
飛

」
に
つ
い
て
は
、「
飛

は
風
の
神
な
り
、
一

に
能
く
風
を

致
す
神
禽
の
名
な
り
。『
楚
辭
・
離

』
に
「

に

舒
を
し
て

先

な
ら
し
め
、
後
に
飛

を
し
て
奔
屬
せ
し
む
」
と
あ
り
、
王

に
「
飛

と
は
風
伯
な
り
」
と
い
う
。
洪
興

の
補

に

『
呂
氏
春
秋
』
に
曰
く
、「
風
師
を
飛

と
曰
う
」
應

曰
く
「
飛

は
、
神
禽
に
し
て
、
能
く
風
氣
を
致
す
」
と

釋
し
て
い
る
。

因
み
に

堂

保
氏
に
は
、「
鳳
凰
と
飛

」
な
る
面
白
い
論

6
）

も
あ
り
、
元

の

敎
世
界
に
頻
り
に
登
場
す
る
鳳
凰
の
存
在
も

氣
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
の
「
飛

」
は
、
い
か

に
も

敎
神
で
あ
る
の
で
、
當
時
の
社
會
に

し
て
い
た
「
六

甲
」
の
神
の
中
の
「

素
玉
女
飛

」
と
の
關
係
も

目
さ
れ
る
。

こ
の
詩
の
「
飛

」
は
、「
風
伯
」
の
側
面
と
「
六
甲
」
の
一

と
し
て
の
側
面
を
複
合

に
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
引
用
し
た
詩
に
は
、「
殿
に
玄
宗
皇

の
眞

容
有
り
」
と
元

の
自

が
施
さ
れ
て
お
り
、
早
く
も
玄
宗
皇

に
對
す
る
彼
の
關
心
の
深
さ
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
元

の
秀
作
で
あ
る
「

昌
宮
詞
」（『
元

集
』

二

十
四
）
の

頭
十
二
句
は
、

の

に
詠
じ
る
。

昌
宮
中

滿
宮
の
竹
、

久
し
く
人
無
く
し
て
森
と
し
て

束
に
似
た
り

三
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た
牆
頭

千
葉
の
桃
有
り
、
風

落

を
動
か
し
て

紅

た
り

宮
邊
の
老
人

予
が
爲
に
泣
く
、
小
年

を

め
て
曾
て

因
り
て
入
れ
ば

上
皇
は
正
に

仙
樓
に
在
り
、
太
眞
は
同
じ
く
欄
干
に

り

て
立
つ

樓
上
樓

盡
く
珠
翠
、
炫
轉

煌

天
地
を
照
ら
す

來

夢
の
如
く
復
た
癡
の
如
し
、
何
の
暇
か
あ
り
て
備
さ

に
宮
裏
の
事
を
言
わ
ん

昌
宮
は
、
洛
陽
の
西
南
に
あ
っ
た
宮
殿
。
上
皇
は
玄
宗
、
太

眞
は
楊
貴
妃
の
女

士
と
し
て
の
號
で
あ
り
、「

仙
樓
」
は
何

よ
り
も
玄
宗
の

敎
に
對
す
る
心

を
表
現
し
て
い
よ
う
。
元

に
は
、
經
濟

な
濫
費
に
關
す
る
「
老
佛
」
批

が
僅
か
に
存
す

る
（「
叙
詩
寄

天
書
」『
元

集
』

三
十
）
も
の
の
、
白
居
易
の

「

漫
漫
」（『
白
詩
集
』

三
）
の
よ
う
な

敎
批

が
殆
ど
存
在

し
な
い
の
が
、
彼
の

敎
に
對
す
る
ス
タ
ン
ス
の
特

で
あ
る
。

さ
て
、
詞
は
こ
の
後
、
玄
宗
の
側

で
あ
る
高
力
士
が
念
奴
を

呼
ぶ
と
こ
ろ
に
展
開
す
る
が
、
三
十
句
を

え
た
と
こ
ろ
で
、
長

の
自

が
加
え
ら
れ
る
。
そ
の

頭
と
後

部
分
を
取
り
上
げ

よ
う
。

「
念
奴
と
は
、
天
寶
中
の
名

に
し
て
、
善
く
歌
う
も
の
な
り
。

（
中
略
）

た
玄
宗

嘗
て
上
陽
宮
の
夜
後
に
新
飜
一
曲
を
按
ず
、

屬たまたま
夕
正

十
五
日
、
燈
下
に

し
、
忽
ち
酒
樓
上
に
笛
も
て

夕
の
新
曲
を
奏
す
る
有
る
を
聞
く
、
大
い
に
之
に
駭
き
、

日

密
か
に
笛
ふ
く

を
捕
捉
せ
し
む
、
詰
め
て
之
を

す
る
に
、
自

ら
云
う
、
某われ
其
の
夕

か
に
天
津
橋
に
て

を
玩
び
宮
中
の
度

曲
を
聞
き
、

に
橋

の
上
に

を

し
て
之
を
記
す
、
臣
は

ち
長
安
の
少
年
の
笛
を
善
く
す
る

に
し
て
李
謨
な
り
と
、
玄
宗

異
と
し
て
之
を

わ
す
」

正

十
五
日
は
、

敎
の

も
重

な
祭
日
で
あ
る
三
元
日

（
上
元：

一

十
五
日
、
中
元：

七

十
五
日
、
下
元：

十

十
五
日
）

の

の
上
元
の
日
で
あ
る
。
こ
の
日
は
ま
た
、
元
宵
と
も
呼
ば
れ

て
、
街
は
萬
灯
が
煌
め
い
て
賑
わ
っ
た
。

燈
影
（『
元

集
』

十
七
）

洛
陽
晝
夜

車
馬
無
し

漫そぞ
ろ
に
紅

を
挂
く

滿
樹
の
頭

見

す

平
時

燈
影
の
裏

玄
宗

か
に
太
眞
を

い
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て

ぶ

こ
の
詩
を

孝
萱
の
『
元

年

』
で
は
、
元
和
四
年
（
八
○

九
）、
元

が

察
御
史
と
し
て
東
台
に
分
務
し
た
際
の
制
作
と

考
え
る
。
な
お
、

偉
斌
の
『
新

元

集
』
で
は
、
貞
元
十
一

年
の
元
宵

（
上
元
の
日
）
の
制
作
と
見
て
い
る
。
上
元
の
日
の

作
で
あ
る
こ
と
は

い
な
か
ろ
う
。

因
み
に
王
維
の
「
元
宵

燈
」
を
詠
じ
た
「
奉
和

製
十
五
夜

燃
燈

以

宴
應
制
」
を
見
て
お
こ
う
。「
上
路

笙
歌
滿
ち
、

春

漏
刻
長
し
╱

人
は
晝
日
よ
り
多
く
、

も
燈
光
に
讓

る
╱
魚

は

鳳
に

じ
、

輿
は
建

よ
り
出
づ
╱
九
衢

廣

を
陳
ね
、
百
福

名
香

る
╱
仙
妓

金
殿
に
來
り
、

人

玉
堂
を
繞
る
╱
定
め
て
應
に
妙
舞
を

み
、
此
よ
り
新
粧
を
學
ぶ

べ
し
╱
奉
引

三
事

え
、
司
儀

萬
方
列
な
る
╱
願
わ
く
は
天

地
の
壽
を
將
っ
て
、
同
し
く
以
て
君
王
に

ぜ
ん
」
『
王
維
集
校

』

四
）
。

元

に
と
っ
て
、

敎
の
三
元
日
は
、「
酬
翰
林
白
學
士
代
書

一
百
韻

序
」（『
元

集
』

十
）
の
詩
の
序

を
、「
玄
元
氏
の

下
元
の
日
」
と
書
き
出
す
ほ
ど
に
親
し
み
深
い
も
の
で
あ
り
、
上

記
の
「

昌
宮
詞
」
の
自

の
正

十
五
日
、
則
ち
「
元
宵
」
の

出
來
事
も
こ
と
さ
ら
に
印

深
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、『
元

集
校

』
の

相

氏
は
、『

詩
』
で
徐
凝

の
作
と
さ
れ
る
「
正

十
五
夜

幕
中

公
」
に
つ
い
て
、
元

の
作
で
あ
る
と
し
て

の
よ
う
に

べ
る
。「
長
慶
三
年
よ
り
大

和
三
年
ま
で
越
州
に
作
る
、
時
に
（
元

）
浙
東

察
使
・
越
州

刺
史
た
り
。《

詩》

の

名
は
徐
凝
な
る
も
、
實
は
元

の

詩
と
爲
す
、
今

改
正
す
。
徐
凝
の
酬
和
は《

元
相
公
の
上
元
に

奉
酬
す》

爲
り
、

韻
唱
和
す
」
と
（
續
補

二
）。
中
々
に
有

力
な

で
あ
る
。
先
ず
、
徐
凝
の
作
を

げ
る
。

出
で
て
樓
船
を
擁
す

千
萬
人
、
入
り
て
台
輔
と
爲
る

九

の
身

如
何
ん
ぞ
更
に
羨
や
む

燈
夜
を
看
る
を
、
曾
て
見
た
り

宮

面おも
を
拂
う
の
春
を

に
元

の
作
を
見
る
。
こ
の
題
は
、
徐
凝
の
酬
和
か
ら
推
し

て
元
來
は
「
上
元
の
夜
、
幕
中
の

公
に

す
」
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。

五
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宵

す

二
萬
七
千
人
、
獨
り
重

に
坐
し

一
身
を
圈かこ
う

に

む
と
山
に

ぶ
と

俱
に
得
ず
、
憐
れ
む
可
し
辜

せ
る

白
頭
の
春
を

さ
て
、「

昌
宮
詞
」
の

盤

く
で
、
元

は
、「
太
平
は
誰

か
致
せ
る

す

は
誰
ぞ
」
と
問
い
、
そ
の
答
え
と
し
て
、

の
よ
う
に

べ
る
。「

崇

相
公
と
な
り
、
上
皇
に

諌
し
て
言
語
切
な
り
╱
陰
陽
を

理
し
て

禾
黍
は
豐
か
に
、
中

外
を

和
し
て

兵
戎
無
し
╱
長
官
は
淸
平
に
し
て

太
守
は
好

く
、

皆
言
う

相
公
に
由
る
と
╱
開
元
の
末

死
し
、

廷
は
漸
漸
と
し
て

妃
子
に
由
る
╱
祿
山
は
宮
裏
に

わ
れ

て
兒
と
作
り
、

國
の
門

鬧さわがし
き
こ
と
市
の
如
し
╱
權
を
弄

せ
る
宰
相
は

名
は
記おぼ
え
ず
、
依
稀
と
し
て
憶
え
得
た
り

楊
と

李
と
╱
廟
謨
は
顚
倒
し
て

四

ら
ぎ
、
五
十
年
來

瘡

と

作
る
」の

洪
邁
の
『
容
齋
隨
筆
』（

十
五
）
で
は
、「
元
微
之
・
白

天
は
、

の
元
和
長
慶
の

に
在
り
て
名
を
齊
し
く
し
、
其
の

天
寳
の
時
事
を
賦
詠
せ
る

昌
宮
詞
・
長
恨
歌
は
み
な
人
口
に
膾

炙
す
、
之
を
讀
む

を
し
て

性
蕩

せ
し
め
、
身
は
其
の
時
に

生
じ
、
親
し
く
其
の
事
を
見
る
が
如
く
し
て
、
殆
ん
ど
未
だ
優
劣

を
以
て
論
ず
る
こ
と
易
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
言
い
つ
つ
も
、
先
に

げ
た
「

昌
宮
詞
」
の

崇
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
、「
蓋
し

元
和
十
一
二
年

の
作
る

、
殊
に
風
人
の
旨
を
得
る
こ
と
長
恨

の
比
に
非
ず
と
云
う
」
と
し
て
い
て
、
陳
寅
恪
氏
の
『
元
白
詩
箋

證
稿
』
の
「
元
微
之

昌
宮
詞
實
深
受
白

天
陳

長
恨
歌

傳

之
影

、
合

融

代
小

之
史
才
詩
筆
議
論
爲
一
體
而

」

と
の
有
名
な

案
と
同
じ
く
な
い
。

第
二

蕊
珠
・『
鶯
鶯
傳
』・『
眞

』
と

『

庭
經
』・『

易
參
同

』

元

十
六
才
の
作
と
さ
れ
る
「
淸

夜
境
」（『
元

集
』

五
）

に
は
、
長
安
の

、
淸

に
お
け
る
濃
厚
な

敎

雰
圍
氣

が

の
よ
う
に
描
か
れ
る
。「
夜
久
し
く
し
て

靜
か
な
り
、

何
ぞ
晶

た
る
╱
寥
天

碧
玉
の
如
く
、

と
し
て
華

星
を
綴
る
（
中
略
）

し
て
空
洞
を
發ひら
き
、

眞
し
て
廣
庭
を

趨
る
╱
閑
か
に
開
く

蕊
珠
の
殿
、

に

す

金
字
の
經
╱
屛

氣
す
る
も
動ややもす
れ
ば
方
に
息
つ
き
、
神
を
凝
せ
ば

心

自
ら
靈

六
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な
り
╱
悠
悠
た
り

車
上
の
馬
、

思

安
ん
ぞ
寧
き
を
得
ん
」。

淸

の
こ
と
は
、『
長
安
志
』

七
に
は
、「

南
永

坊
、

（
中
略
）
縣
東
淸

、
隋
開
皇
七
年
、

士
孫

爲

重
、

常
自
問

、
特
爲
立

、
本
在
永
興
坊
、
武
德

於
此
地
、
本

隋
寶

寺
」
と
あ
る
。

こ
の
「
淸

夜
境
」
に
は
、「
蕊
珠
」
の
語
が
早
く
も
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
『

庭

景
經
』
上
淸

第
一
の

頭

く
に
も

「
閑
君
蕊
珠
作
七
言
、
散

五
形
變
萬
神
」
と
見
え
、
元

が

敎
に
つ
い
て
詠
じ
る
際
に
頻
出
す
る
言
葉
で
あ
る
。

さ
て
、
元

が
言
う
「

書
」「
玉
書
」「
素
書
」
と
し
て
は
、

家
・

敎
の
經
典
で
あ
る
『
老
子
』『
莊
子
』『
靈
寶
度
人
經
』

を
始
め
と
し
て
、『
眞

』
や
張
振

氏
が
指
摘
す
る
『

庭
經
』

『

易
參
同

』
や
、
少
し
變
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
李
淳
風
の

『
乙
巳
占
』
な
ど
を

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
李
淳
風
の

『
金

流
珠
引
』
序
と
重
な
る
語
彙
も
見
ら
れ
る
の
が
面
白
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う7

）。

元

の
親
友
で
あ
る
白
居
易
が
、「
七

の
眞

、
仙
の
事
を

論
じ
、
一

の
壇
經
、
佛
の
心
を

く
」（「
味

」『
白
詩
集
』

二
十
三
）
と

べ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
茅
山
派

敎
の

典
で
あ
る
『
眞

』

一
九
「

眞

」
に
は
、「
眞

、
眞
人
口
受
之

也
」
と
あ
り
、
仙
界
の
眞
人
が
口
ず
か
ら

さ
ず
け
る

（
お
つ
げ
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
元

の
「
爲
蕭
相

謝

身

」（『
元

集
』

三
十
六
）
の
「
鳳

眞

を

み
、

天
書
を
捧
ぐ
」
な
る
一

の
「
眞

」
も
こ
れ
を
受
け
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
元

は
、「
陶
弘
景
は
一
代
の
高
人
」（「
授
羅
讓

工
部
員
外

制
」『
元

集
』
外
集
補

四
）
と

べ
て
、
茅
山

派

敎
の
大

で
あ
り
、『
眞

』
の

で
も
あ
る
陶
弘

景
（
四
五
六
〜
五
三
六
）
に
敬

を
拂
っ
て
い
る
こ
と
も

目
に

値
し
よ
う
。

に
お
い
て
、
陶
弘
景
は
、
茅
山
に

居
し
て
仙

を

鑽
し
つ
つ
、
武

か
ら
時
の
動
靜
の

問
を
受
け
世
に
山

中
宰
相
と

さ
れ
た
と
は
史
乘
に
有
名
な
話
で
あ
る
。

元

と
『
眞

』
と
の
關
係
は
、
名
作
『
鶯
鶯
傳
』（『
元

集
』
外
集
補

六
）
に
も
見
ら
れ
る
。『
鶯
鶯
傳
』
は
、
元

が

作

と
さ
れ
る
『

代
傳
奇
』
の
中
で
も
屈
指
の
戀
愛
小

で
、

元
代
に
王
實

の
『
西
廂
記
』
を
生
ん
だ
よ
う
に
後
世
へ
の
影

も
大
き
い
。
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
張
生
と
い
う
書
生
が
蒲
郡
の

七
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救
寺
に
寄
寓
し
た
際
、
崔
家
の
未

人
一
族
の

を
救
い
、
そ

の
娘
の
鶯
鶯
と
相
思
の
仲
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
科

の
受

の

た
め
に
別
れ
、
そ
の
後
、
年
を

て
て

會
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
中
に
鶯
鶯
の
心
理
描
寫
、
張
生
の

謂
「
尤
物
」
論
が
展

開8
）さ

れ
、
更
に
「
會
眞
詩
」
三
十
韻
が
披
露
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
興
味
深
い
。

別
名
の
『
會
眞
記
』
と
は
、「
神
仙
の
よ
う
な
美
女
に
會
う
物

語
の

」
で
あ
り
、
作
品

體
が

敎

雰
圍
氣
に

ま
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に

敎

色

の

い
の
は
、「
會
眞
詩
」

で
あ
り
、
ま
た
、「

裳
羽
衣
の
序
」
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。元

の

の
「
法
曲
」
の

ば
に
は
、

敎

雰
圍
氣
の
濃

厚
な

で
あ
る
「

裳
羽
衣
」
に
つ
い
て
「

皇
の
度
曲

新

態
多
し
、
宛
轉

淫
し
て
沈

し
易
し
╱
赤
白
桃
李

名
に
取

り
、

裳
羽
衣

天
落
と
號
す
」
と
歌
い
、「
琵
琶
歌
」
で
も
、

「

裳
羽
衣

え
に
宛
轉
た
り
」（『
元

集
』

二
十
六
）
と
詠

じ
て
い
る
。
ま
た
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」（『
白
詩
集
』

十
二
）

に
「
漁
陽

鼓

地
を
動
し
て
來
り
、
驚
破
す

裳
羽
衣
の

曲
」
と
あ
る
の
は
餘
り
に
有
名
だ
が
、
そ
の
白
居
易
の
「

裳
羽

衣
歌
」（『
白
詩
集
』

二
十
一
）
な
る
詩
の
中
で
は
、「
上
元
は

を
點
じ
て

萼
綠
を
招
き
、
王
母
は
袂
を
揮
い
て
飛
瓊
に
別
る
」

と
詠
じ
ら
れ
る
。
白
居
易
は
こ
の
二
句
の
自

で
「
許
飛
瓊
、
萼

綠
華
は
皆

女
仙
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
が
、「
上
元
」
と
「
王

母
」
に
つ
い
て
は
、
李
白
に
「
上
元
は
誰
が
夫
人
ぞ
、

え
に
王

母
の
嬌
を
得
た
り
」
「
上
元
夫
人
」『
李
太
白
集

集
』

二
十
）

と
代
表

な
女
仙
で
あ
る
西
王
母
と
そ
の
娘
と
い
う
上
元
夫
人
を

讀
む
歌
が
あ
る
。
上
元
夫
人
と
許
飛
瓊
は
『

武

傳
』、「
萼

綠
華
」
は
、『
眞

』
に
見
え
る
仙
女
で
あ
る
。
白
居
易
の
「

裳
羽
衣
歌
」
で
は
、「
散
序

六
奏

未
だ
衣
を
動
か
さ
ず
、
陽

臺
の
宿
雲

慵
く
し
て
飛
ば
ず
╱
中
序

擘

と
し
て

め
て

拍
に
入
り
、
秋
竹
竿
裂
け
て

春

く
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
は

「
鶯
鶯
傳
」
の
「

裳
羽
衣
の
序
」
と
關
わ
る
。

「
會
眞
詩
」
の

頭
十
句
、

ば
二
句
、
末
尾
四
句
で
は
、

の
よ
う
に
歌
っ
て
い
る
。

微

簾

に

り
、

光

碧
空
を
度
る

天

め
て
縹

、
低
樹

漸
く
葱
朧 八
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吹

庭
竹
を

ぎ
、
鸞
歌

井
桐
を
拂
う

羅

霧
垂
れ
、
環

風
に

く

金
母
に
隨
い
、
雲
心

玉
童
に
捧
ぐ

（
中
略
）

言ここ
に
瑤
華
圃
よ
り
、
將
に
碧

宮
に

せ
ん
と
す

（
中
略
）

闊
く
し
て

に
渡
り

く
、
天
高
く
し
て
衝
き
易
か
ら
ず

行
雲

定

無
く
、
蕭
史

樓
中
に
在
り

「
瑤
華
圃
」「
碧

宮
」
に
つ
い
て
、

相

の
校

で
は
、

「
瑤
華
圃
、
古
代
神
話
傳

中
神
仙

居
之
處
」、「
碧

宮
、
玉

皇
大

居
之
宮
、
此
借
指
長
安
」
と
言
う
。

敎
の

高
神
と

し
て
の
「
玉
皇
大

」
の

號
が
定
ま
る
の
は
、
北

時
代
な
の

で
や
や
フ
ラ
イ
ン
グ
氣
味
だ
が
、「
瑤
華
圃
」「
碧

宮
」
が

敎

な
名

で
あ
る
と
の
感
覺
は
そ
の

り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
會
眞
詩
」

頭
十
句
の
「
金
母
」
に
つ
い
て
、

相

の
校

で
は
、『
眞

』「

命
授
」
に
「

謂
金
母

、
西
王
母
也
」
と

す
る
と
こ
ろ
を

げ
、
楊
軍
の
箋

で
は
、『
雲
笈
七
籤
』

一
一
四
に
「
西
王
母

、
九
靈
太
妙
龜
山
金
母
也
」
あ
る
の
を
引

用
し
て
い
る
の
は
、
何
れ
も

當
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
末
尾
二
句

の
「
蕭
史
」
は
、

知
の
よ
う
に
劉
向
の
『
列
仙
傳
』
に
「
善
く

簫
を
吹
く
」
と
し
て
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。

さ
て
、

に
は
、
同
じ
く

詩
の
「
離
思
五
首
」（『
元

集
』

外
集
補

一
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
因
み
に
「
鶯
鶯
詩
」
を
第

一
首
に
加
え
て
す
る
「
離
思
六
首
」
と
す
る

も
あ
る
。
そ
の
第

二
首
と
第
四
首
は
、
ま
た
、

敎
と
關
わ
る
と
見
ら
れ
る
作
品
で

あ
る
。山

泉

散
漫
と
し
て
階
を
繞
り
て
流
れ
、
萬
樹
の
桃

小

樓
に
映
ず

閑
に

書
を
讀
み
慵
く
し
て
未
だ

き
ず
、
水
晶
の
簾
下

頭
を
梳
る
を
看
る
（
第
二
首
）

曾かつ
經て

滄

は
水
爲
り

く
、
除

す

巫
山
に
是
れ
雲
た

ら
ざ
る
を

取

に

叢

懶
く
回

す
れ
ば
、

は
修

に

り

は
君
に

る
（
第
四
首
）

こ
の
「

書
」
と
は
何
か
は

然
と
し
な
い
が
、「
修

」
と

い
う
言
葉
と
の
關
わ
り
と
後

す
る
元

の
司
馬
承
禎
に
對
す
る

九
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い
關
心
か
ら
し
て
、
隨

に
「
修

」
の
語
が
重
く
用
い
ら
れ

て
い
る
司
馬
承
禎
の

「
坐

論
」
の
事
が
氣
に
掛
か
る
。

さ
て
、
元

は
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）
に
韋
叢
と
結
婚
し
た
。

こ
の
韋
叢
は
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
に
世
を
去
り
、
後
に

室
の

裴
淑
を
娶
る
こ
と
に
な
る
。
元

を

る

な
女
性
は
、
こ
の
二

人
に
韋
叢
と
結
婚
す
る

に
戀
愛
關
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
雙

が
お
り
、
こ
の
三

に
關
す
る

な

學
作
品
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る

詩
と
「
鶯
鶯
傳
」「
悼

詩
」「

詩
」
と
を

げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、「
悼

」
の
テ
ー
マ
は
、
晉
の

岳
の

「
悼

詩
」
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
。
こ
の
「
悼

詩
」
の

代

に
お
け
る

況
に
つ
い
て
、
入
谷
仙
介
氏
は
「
韋
應
物
に
よ
っ
て

生
さ
れ
た
悼

詩
を
さ
ら
に
深

さ
せ
た
と
言
え
る
の
が
元

で
あ
る
。
彼
に
は

岳
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
六

悼

の
傳

統
を

識
し
つ
つ
も
、
自
分
こ
そ
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
新

し
い
悼

を
作
る
の
だ
と
い
う

欲
が
あ
っ
た
」
と

べ
る9

）。

元

の
悼

詩
の
代
表
作
は
「
三
た
び
悲

を

る
」（『
元

集
』

九
）
で
あ
る
。「
三
た
び
悲

を

る
」
も

岳
の
「「
悼

詩
」
に
倣
っ
て
三
首
の

作
と
な
っ
て
い
る
。
山
本
和
義
氏
は
、

元

の
「
三
た
び
悲

を

る
」
に
つ
い
て
、

の
よ
う
に

べ

る
。「

詩
三
百
首
」
の

、
衡
塘

士
は
、
こ
の
三
首
を

し
て
、「
古
今
の
悼

詩
は
、
棟
に
充
つ
る
も
、
能
く
此
の
三
首

の
範
圍
を
出
づ
る

、
無
し
。
淺

な
る
を
以
つ
て
、
之
を
忽
か

に
す
る
勿
れ
」
と
、
き
わ
め
て
高
く

價
し
て
い
る
。（
中
略
）

こ
の
「
淺

」
こ
そ
が
、
こ
の
詩
の

も
特
長

な
點
で
あ
り
、

こ
の
詩
の

功
も
、

、
こ
の
點
に
よ
つ
て
い
る
。

岳
の
「
悼

詩
」
に
つ
い
て
、
高
橋
和
巳
氏
は
、「

岳
論
」
の
中
で
、「

岳
の
詩
の
表
現
法
は
、
代
詠
詩
（
代
作
さ
れ
た
歌
、
筆

山
本

氏

）
や
模
擬
詩
が
必
然

に
持
つ
、
あ
る
一
般
性
を
よ
り
多
く

持
つ
て
い
る
」
と

べ
て
い
る
。

岳
の
「
悼

詩
」
を

識
し

て
作
ら
れ
た
、
元

の
こ
れ
ら
の
詩
は
、
そ
れ
と
は
對
蹠

な
特

長
を
持
つ
て
い
る
。
元

の
詩
は
、
完

に
元

と
韋
叢
と
の
個

性
の
中
で
、
う
た
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
日
常

な

平
面
で
、
捉
え
ら
れ
て
い
る10

）。
と
。

「
淺

」
と
「
日
常

な
平
面
で
捉
え
る
」
と
が
、
同
じ

味

な
の
か
ど
う
か
、

然
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
元

の
「
三

一
〇

「
上
元
」「
蕊
珠
」
と
「
金

」「
玉
皇
」



た
び
悲

を

る
」
の
第
三
首
な
ど
は
、

に
見
る
よ
う
に
現
世

で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

閑
坐
し
て
君
を
悲
し
み
亦
た
自
ら
悲
し
む
、
百
年

て
是
れ

幾
多
の
時
ぞ

鄧

は
子
無
く
し
て

に
命
を
知
り
、

岳
は

を
悼
み
て

お
詞
を
費
や
す

同
穴
の

冥

何
ぞ

む

ぞ
、
他
生
の

會

更
に
期
し

し
唯
だ

夜
長
く
開
け
る
眼
を
將
て
、
平
生
未
だ
展
か
ざ
る
眉

に
報
答
せ
ん
（
三

悲

の
三
）

「
他
生
の

會

更
に
期
し

し
」
と

べ
る
と
こ
ろ
に
輪
廻
轉

生
に

疑

で
、
現
世

な
元

の
傾
向
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。

さ
て
、

詩
の
中
で
、「
古
決

詞
三
首
」（『
元

集
』
外
集
補

一
、

『
才

集
』

收
）
は
、
雙

と
の
別
離
直
後
に
制
作

さ
れ
た
作
品
と
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
首
で
は
、
相
思
で
あ
っ
た
二

人
の
別
離
は

の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。「
乍むし
可ろ

天
上
の
牽
牛

織
女
の
星
と
爲
る
も
、
庭

の
紅
槿
の

（
枝
）
と
爲
る
を
願
わ

ず
╱
七

七
日

一
た
び
相
見
ゆ
、

相
見
て
故
心

に
移
ら

ず
╱
那
ん
ぞ
能
く
せ
ん
や

に
開
き
暮
に
飛
び
去
り
て
、
一
え
に

東
西
南
北
に
吹
く
に
任
ぬ
る
を
╱
分

兩
に
は
相
守
ら
ず
、
恨

兩
に
は
相
思
わ
ず
╱
對
面

且
つ
此
の
如
し
、
背
面

當
に
知
る

可
し
╱
春
風

と
し
て
伯

は
語
る
、
況
ん
や
是
れ
此
の
時

抛
去
の
時
╱
手
を
握
り
て
苦
に
相
問
う
も
、
竟
に
後
期
を
言
わ
ず

╱
君
の

の

に
決

し
、
妾
が

已
に
參
差
た
り
╱
借も
如し

死
生
の
別
な
ら
ば
、
安
ぞ
長
く
苦
悲
す
る
を
得
ん
や
」
と
。

そ
し
て
、
第
三
首
の
後

は
、

の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

「
曙
色

漸
く

華
星

い
で

滅
╱
一
た
び
去
ら
ば

た
一
年

一
年

何
の
時
か
徹
る
╱
此
の
迢

の
期
有
る
は

死

生
の
別
に
如
か
ず
╱
天
公

に
是
れ
相
憐
れ
む
を
妬
め
ば

何

ぞ

便
ち
相
決

せ
し
め
ざ
る
」
と
。（『
全

詩
』
も
參
照
）

第
一
首
の
七
夕
に
關
し
て
は
、
元

よ
り
や
や
後
輩
の
李
商

（
八
一
二
｜
八
五
八
）
が
こ
の
「
七
夕
」
を

敎
に
結
び
つ
け
て

「
辛
未
七
夕
」（『
李
商

詩
歌
集
解
』
一
一
七
二
頁
）
の
中
で
、「
恐

ら
く
は
是
れ

仙
家
の
別
離
を
好
む
な
ら
ん
、
故
さ
ら
に
迢

に

佳
期
を
作
さ
し
む
」
と
詠
じ
て
い
る
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

一
一

「
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元
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蕊
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」
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金

」「
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」



第
三
首
の
「
天
公
」
の
語
は
、

代
以
降
の

敎
の

高
神
で
あ

る
玉
皇
大

を
親
し
み
を
こ
め
て
呼
ぶ

呼
と
さ
れ
て
行
く
の
で

あ
る
が
、
中

に
お
い
て
も
韓
愈
（
七
六
八
｜
八
二
四
）
や
柳
宗

元
（
七
七
三
｜
八
一
九
）
の
詩

に
登
場11

）し
、
元

の
詩
に
も
他

に
三
例
が
存
す
る
。
そ
れ
を
列

す
る
と
「
竹
枝

鳳
を
待
ち
て

千

直
く
、
柳
樹

風
を

え
て

一
向
に

め
な
り
╱
總
て
天

公
に
雨
露
を
霑
さ
れ
、
等
頭

長
し
て
生
涯
を
盡
す
」（「
放
言

五
首
の
其
二
」『
元

集
』

十
八
）、「
三
春

已
に
暮
れ

桃
李

傷
わ
れ
、
棠
梨

白
く

蔓
菁

な
り
（
中
略
）
天
公
の
此

の

何
ぞ
量
る
可
き
、
長
え
に
爾
が
輩
を
敎
て

時

に
長
ぜ

し
む
」（「
村

庚
寅
）」『
元

集
』

二
十
六
）、「
吾
は
會
せ

ず

天

爾
が
輩
を
敎
て
子
孫
多
か
ら
し
む
を
、
天
公
に

訴
す

る
も

天
は
言
わ
ず
」（「
樹
上
烏

癸
卯
）」『
元

集
』

二
十
六
）

で
あ
る
。
三
例
は
動
植
物
の
生
長
を
支

す
る
存
在
と
見
ら
れ
て

い
る
が
、
先
の
「
古
決

詞
三
首
」
の
第
三
首
の
場
合
は
人

の

命
を
支

す
る
存
在
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三

「
金

」・「
靈
飛
」
と

『

素
四
十
四
方
經
』

白
居
易
は
「
思
舊
」
の
詩
に
お
い
て
、

體

な
名

を

げ

て
彼
と
同
時
代
の
士
大
夫
た
ち
の
「

」
の
流
行
を
批

し
て

お
り
、
そ
こ
で
は
、
元

も
秋
石
を
用
い
て
い
た

で

さ
れ

て
い
る
。「
閑
日

一
た
び
舊
を
思
う
に
、
舊

は
目

の
如
し

╱

び
思
う
に

今
何いず
く
に
在
る
や
、
零
落
し
て

下
泉
に

せ

り
╱

之
は
流

を

す
れ
ど
も
、
一
た
び
病
み
て

訖つい
に
い

え

ず
╱
微
之
は
秋
石
を

り
し
も
、
未
だ
老
い
ず
し
て

身
は
こう

然

た
り
╱
杜
子
は
丹
訣
を
得
て
、

日

腥

を

つ
╱
崔
君
は
藥

力
を
誇
り
、

を
經
て

を
衣
ず
╱
或
い
は
疾
み
或
い
は
暴にわ
か
に

夭
し
、
悉
く
中
年
を

ぎ
ず
╱
唯
だ
予
れ

せ
ず
、
老
命
反
り

て

す
╱
况
ん
や
少
壯
の
時
に
在
り
て
、
亦
た
嗜
欲
の
爲
に
牽

か
る
を
や
、
云
々
」（「
思
舊
」『
白
詩
集
』

二
十
九
）

之
は
韓
愈
、
杜
子
は
、
杜
元
穎
を
指
す
。
崔
君
は
、
陳
寅
恪

氏
は
崔

と
す
る
が
、
朱
金

氏
等
が
言
う
よ
う
に
崔
玄
亮
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
崔
玄
亮
が

敎
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
、
深
澤

一
二
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一
幸
氏
「
崔
玄
亮
の

敎
生
活
」
に
詳
し
い
。
微
之
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
元

の
字
で
あ
る
。
秋
石
に
つ
い
て
は
、『

易
參

同

』

上
に
「

美
金
華
、
淮
南

秋
石
」
と
見
え
る
が
、

深
澤
氏
は
、
先
の
論

で
「
微
之
（
元

）
は
尿
中
か
ら
秋
石
と

い
う

金
の
丹
藥
を

製
し
た
、
云
々
」
と

し
て
い
る
。

元

と
同
年
の
制

の
士
大
夫
た
ち
と

敎
の
關
係
に
つ
い
て

は
、
白
居
易
に
關
し
て
は
蜂
屋

夫
氏
の
「
白
居
易
の

家

敎

思
想
」
な
ど
の
一

の

究
、
三
浦
國
雄
氏
の
「
白

天
に
お
け

る

生
」、
川
原
秀

氏
の
「
白
居
易
と

餌
」（『
毒
藥
は
口
に
苦

し
』

收
）
等
の
先
行

究
が
あ
り
、
ま
た
、
吉
川
忠
夫
氏
に

「「
靈
飛
散
方
傳
信

」
の

邊
」
等
の

究
が
有
り
な
が
ら
、
不

思
議
な
こ
と
に
元

と

敎
と
の
關
係
を
考
察
し
た
專
論
は
、
管

見
の

ぶ
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る12

）。

さ
て
、
こ
の
中
、
吉
川
氏
の
論
考
は
、

の

宗
の
元
和
七
年

（
八
一
二
）
四

五
日
の
日
附
を
備
え
る
高
陽
の
齊
推
の
「
靈
飛

散
方
傳
信

」
を

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
元

・
白
居
易
・
崔

玄
亮
ら
が
活

し
た
元
和
時
代
の

敎
の

子
が
活
寫
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
二
三
を
以
下
に

げ
よ
う
。

例
え
ば
、
齊
推
の
「
傳
信

」
に
は
、
彼
が
崔
玄
亮
と
交
わ
し

た
會
話
の
中
で
、「
求
學
の
士
は

謬
を
探
擬
し
、

實
を
營
む

こ
と
を
恥
じ
て

し
く

闊
に
務
め
、
未
だ
凡
鄙
を
易あらため
ず
し
て

便
ち
飛
昇
せ
ん
こ
と
を
冀
こいねがい

、
金
丹
を
ば
坐いながら
に
まね

き
て
仙

を

ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
致
さ
ん
と
謂
う
」
と
す
る
「
仙

」
へ
の
志
向

が
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

末
五
代
の
碩
學

士
で
あ
る
杜
光
庭
の
『

敎
靈

記
』（

十
六
）
で
は
、「
崔
玄
亮
修

齋

」
の
中
で
、「
崔

公
は
常
に

庭
、
度
人
、

德
の

經
を
持
し
、
未
だ
嘗
て
曠

お
ろ
そ
）か
に
せ
ず
」
と
崔
玄
亮
が
重
ん
じ
た

敎
經
典
に
言

し
て
い
る
。
更
に
は
、
白
居
易
が
崔
玄
亮
の
た
め
に
表
し
た
「

故

州
刺
史

禮
部

書
崔
公
墓
誌
銘

序
」（『
白

集
』

三

十
三
）
で
は
、
崔
玄
亮
が
「
三
元

齋
」、

ち
「
三
元
齋
」
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、

元

と

敎
と
の
關
係
を
考
察
す
る
際
に
、
大
い
に
參
考
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
論

の
「
靈
飛
散
」
と
「
靈
飛
」
に
つ
い
て

の
吉
川
氏
の

論
を
纏
め
る
と
、
靈
飛
散
の
名
は
、
つ
と
に
、

一
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『
抱
朴
子
』
に
も
、（
中
略
）
仙
藥
と
し
て
み
え
て
は
い
る
も
の
の
、

「
靈
飛
」
は
、
た
と
え
ば
朱
昭
之
の
「

士
夷
夏
論
」（『
弘

集
』

七
）
に
、「
靈﹅
飛﹅
羽

」
と
昇
仙
と
ほ
と
ん
ど
同
義
に

用
い
ら
れ
て
お
り
、『
抱
朴
子
』
の
靈
飛
散
が
「
靈
飛
散
方
傳
信

」
の
靈
飛
散
と
お
な
じ
散
藥
で
あ
る
と

す
る
わ
け
に
は
必

ず
し
も
ゆ
か
ぬ
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
「
靈
飛
」
に
關

し
て
、
茅
山
派
の
重

な
典

・
經
典

に
關
す
る
記

を
繙
く
と
、『

武

傳
』
に
上
元
夫
人
が
武

か
ら
與
え
ら
れ
た
十
二
事
の
筆
頭
に
「
五

六
甲
左
右
靈
飛
之

符
」
が

げ
ら
れ
、
こ
れ
に
關

し
て
『
紫
陽
眞
人

傳
』
の
本

に
「（

義
山
）
復
登
王
屋
山
、

先
生
、
受

素
神
方
五

六
甲
左
右
靈
飛
之
書
四
十
四
訣
」
と
あ
り
、
後
の
「

君

受

眞
書
目

」
で
は
、「
王
先
生

素
神
方
五

六
甲
左
右
靈
飛

之
書

二
（
四
）
十
四
訣
在
王
屋
山
中
」
と
記
載
し
て
い
る
の
が
、

大
い
に

目
さ
れ
る
。『
眞

』
に
見
え
る

十
四
の
「
靈
飛
六

甲
」
の
書
や

五
に
重

な
上
淸
經
典
を

ね
る
中
の
七
番
目
の

「

素
神
方
四
十
四
訣
」
も
勿
論
こ
れ
に
關
わ
る
記

で
あ
る
。

現
行

藏
の
『
上
淸
瓊
宮
靈
飛
六
甲
左
右
上
符
』
は
、
こ
の
「
靈

飛
六
甲
」
の
書
に

な
る
經
典
で
あ
る
が
、
符
中
に
「
甲
戌

素

玉
女
名
神
光
字
飛

」
と
「
飛

」
と
い
う
名
の
玉
女
が
登
場
す

る
の
が
、
先

の
「
開
元

」
に
關
わ
る
詩
と
の
關
係
で

目
さ

れ
る
。に

「
仙

」
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。
元

の
「
天
壇
上
境
」

（『
元

集
』

十
六
）
で
は
、「
貞
元
二
十
年
五

十
四
日
、
夜

天
壇
の
石

の
側
に
宿
る
、
十
五
日

の
馬
逢
少
府
の
書
を

得
、
予
の

く
天
壇
に
上
る
を
知
り
、
因
り
て
長
句
を
以
て

ら

る
、

末
に
仍
お
云
う
、
靈

に
試こころ爲み
に
金
丹
を
訪
う
と
、
因
り

て
壇
上
に
て

し

る
」
と

置
き
し
て
、

の
よ
う
に
詠
じ
る
。

「
野
人
の
性
僻

窮
め
て
深
僻
、
藝

官
閑

官
に
似
ず
╱
萬
里

の
洞
中

玉

に

し
（
自

：

上
有
洞

萬
里
）、
九
光
の
霞
外

天
壇
に
宿
る
╱
洪
漣

渺
と
し
て

東
溟
曙
に
、
白
日
低
回
し

て

上
境

し
╱
因
爲
て
南
昌
に
て

仙

を

す
る
に
、
馬
君

の
家
世

丹
を
奉
ず
」
と
。

と
こ
ろ
で
、
元

の
詩
の
中
に
は
、
こ
の
「
仙

」
を

ん
で
、

「
眞

」
と
呼
ぶ
例
も
あ
る
。
そ
し
て
、「
仙

」
を
更
に

ん
だ

呼

が
「
金

」
で
あ
る
。
白
居
易
に
は
、「
微
之
の
江
陵
に
て
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病
に
臥
す
と
聞
き
、
大

中
散
・
碧

垂
雲
膏
を
以
て
之
に
寄
せ
、

因
り
て
四
韻
を
題
す
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。「
已
に
一
帖
の
紅

散
を
題
し
、

た
一
合
の
碧
雲
英
を
封
ず
╱
人
を
たの

み

江
陵
に

寄
せ
向
っ
て
去
ら
し
む
、

路

迢
迢
た
り

一

の

╱
未
だ

必
ず
し
も
江
上
の
瘴
を
治
す
る
能
わ
ざ
れ
ど
も
、
且
つ
圖
る

か
に
病
中
の

を
慰
め
ん
こ
と
を
╱
到
る
時

想
い
得
た
り

君

が
拈と
り
得
て
、
枕
上

開
き
看
て

眼
暫
く

ら
か
ら
な
ん
こ
と

を
」（『
白
詩
集
』

十
四
）
と
。

元

の
「
予

瘴
を
病
み
、

天

中
散
・
碧

垂
雲
膏
を

寄
せ
、
仍
お
四
韻
を
題
し
て
以
て

を
慰
む
、
開

の

、
因

り
て
酬
答
有
り
」）（『
元

集
』

一
七
）
は
、
こ
の
詩
に
唱
和
し

た
も
の
で
あ
る
。

「
紫
河

變

す

紅
霞
の
散
、
翠
液

煎

す

碧
玉
の
英
╱

金

の
眞
人

天
上
に
合
し
、
鹽
車
の
病
驥

軛

に
驚
く
╱
愁

腸
轉
ぜ
ん
と
欲
し
て

蛟

吼
え
、

眼

め
て
開
き

日

ら
か
な
り
╱
唯
だ
君
の
治
し
得
ざ
る
を
思
う
こ
と
有
る
の
み
、
膏

は
銷
え
雪
は
盡
き

こころは

た
生
く
」
と
あ
る
。

元

の
詩
の
「
紅
霞
散
」
は
、
白
居
易
の
云
う
「
紅

散
」
で

あ
り
、

ち
「
大

中
散
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
碧
玉
英
」
は
、

同
じ
く
「
碧
雲
英
」
で
あ
り
、

ち
「
碧

垂
雲
膏
」
で
あ
る
。

「
金

」
は
、
今
は
江
陵
士
曹
參
軍
で
あ
る
元

か
ら
見
れ
ば
、

中
央
政
府
の
翰
林
學
士
と
し
て
「

」
に
あ
る
白
居
易
の
こ
と

を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

敎
に
お
け
る
金
色
の
「
仙

」
を
有
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
元

は
、「
翰
林
白
學
士
の
書
に
代
う
る
一
百
韻
に
酬

ゆ
」
で
も
、

の
よ
う
に
詠
じ
る
。「

茲
れ
よ
り
洽
く
、

鷗

轉
た
自
ら

く
╱
分
張

品
命
殊
に
し
、
中
外

却
っ
て

馳
す
╱
出
入

金

と

し
、
東
西

碧

に
侍
す
╱

班

雲

湧
し
、
開

雉
參
差
す
」
と
。

こ
の
詩
の
「
金

」
は
、「

」
に
あ
る
こ
と
を

味
す
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
、

に
見
た
よ
う
に
こ
の
詩
の
序
は
「
玄

元
氏
の
下
元
の
日
」
で
始
ま
る
の
で
あ
り
、
こ
の
「
金

」
に
も

敎
に
お
け
る
金
色
の
「
仙

」
の

味
合
い

め
ら
れ
て
い
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
金

」
の
語
が
、
茅
山
派
の
重

經
典
に

現
れ
る
の
は
、
先
に
「
靈
飛
」
に
關

し
て
名

を

げ
た
「
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素
神
方
四
十
四
訣
」、

ち
『

素
四
十
四
方
經
』
が
有
力
な
も

の
と
見
ら
れ
る
。

『

素
四
十
四
方
經
』
は
、
吉
岡
義
豐
氏
の
『

敎
經
典
史
論13

）』

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
敦
煌
ペ
リ
オ

書
二
三
七
一
（
以
下
Ｐ
二
三

七
一
を
略
記
す
る
）
の
『
無
上

』

三
十
三
に
は
、『
洞
眞

素

四
方
經
』
と
し
て
、「
神
仙
の
定
分
」
に
關
す
る
經

が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
敦
煌
本
、

藏
本
『
無
上

』、

藏
本
『
上
淸
太
上

素
四
十
四
方
經
』
の
當
該
部
分
を
對
照
し
て

み
よ
う
。

⑴

太
上

君
曰
、
夫
有
宿
命
應
得
見
此

、
皆
玄
挺
開

會
、
必
有
神
仙
定
分
、
此
之
神
經
、
不
傳
於
世
、

之

、
則
三
天

、
上
聞

君
、

子
之
罪
、
以
爲
宣

漏
之

。

（
敦
煌
本
、
開
元
六
年
書
寫
、『

上

第
卅
三
』

引
の

『
洞
眞

素

四
方
經
』）

⑵

太
上

君
曰
、
夫
有
宿
命
應
得
見
此

、
皆
玄
挺
開

會
、
必
有
神
仙
定
分
、
此
之
神
經
、
不
傳
於
世
、

之

、
則
三
天
夾
姦
、
上
聞

君
、

子
之
罪
、
以
爲
宣

漏
之

。

（

藏
本
『
無
上

』

三
十
三

引
の
『
洞
眞

素
四
十
四

方
經
』）

⑶

夫
有
宿
命
、
應
得
見
此

、
皆
玄
挺
開

、
必
有
神
仙

定
分
也
、
此
之
神
經
、
不
傳
於
世
、

之

、
則
三
天

姦
、
上
聞

君
、

子
之
罪
、
以
爲
宣
漏
之

。

（

藏
本
『
上
淸
太
上

素
四
十
四
方
經
』）

こ
の
「
神
仙
の
定
分
」
が
有
る
と
い
う
考
え
方
は
、
仙
界
に
定

ま
っ
た

が
あ
る
、「
仙

」
が
あ
る
と
い
う
思
想
、
更
に
は

金
の

、「
金

」
の
存
在
ま
で
も
想
定
す
る
こ
と
に

な

っ
て
行
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
現
行

藏
本
『
上
淸
太
上

素
四
十
四
方
經
』
の
構

を
見
て
み
る
と
、

頭
「
太
上
大

君
は
玄
靈
秀

に
し
て
、
維

任
上

し
、
千
眞
を
理
會
し
、
十
方
を
參

す
」
と
「
序
論
」
が

き

こ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
先
の
「
神
仙
の
定
分
」
な
ど
に
つ

い
て

べ
る
部
分
で
「
序
論
」
が

わ
り
、

に
「
凡
」
の
字
で

始
ま
る
四
十
四
條
が
あ
り
、

後
に
「
按
ず
る
に
此
の
經

は
、

神
法
眞
妙
に
し
て
、
修
生
の
人
を
し
て
、
立
用
し
て
以
て
身
を
治
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む
る
を
得
せ
し
む
る
な
り
」
な
ど
と

く
「
結
語
」
部
分
が
あ
る
。

「
序
論
」
と
「
結
語
」
の
中

に
あ
る
「
凡
」
の
字
で
始
ま
る
四

十
四
條
が
、

ち
經
名
の
四
十
四
方
の
由
來
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
四
十
四
方
の

の
一
條
は
、「
盟
信
」
を

べ
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
一
部
は
『
太
平
御

』

六
七
六
に
「
太
上
（

）
素
經
曰
、

凡
受
太
上

素
經

、
傳
盟
用
玉
札
一
枚
、
長
一
尺
五
分
、
廣
一

寸
四
分
、

云
、
有
三
元
秀

」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
第
二
條

か
ら
第
四
條
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
大
洞
眞
經
三
十
九

』、『
太
丹

書
金
華
洞

び
雌
一
寶

』、『
太
丹

書
洞
眞
玄
經
』
を
讀
む

こ
と
を

め
て
お
り
、
第
五
條
で
は
、「
凡
そ
能
く
三
經
に

し
、
奇

を

解
し
て
、
蕭
浪
と
し
て
上

し
、

味
玄

な
る

は
、
其
の
人
み
な
必
ず
瓊
書
秀

、
金○
○

に
玉
名
あ
り
」
と

べ
て
い
る
が
、
こ
の
四
條
ほ
ど
が
四
十
四
方
の

の
山
場
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
「
金

」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

は

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四

「
玉
皇
」・「
玄
元
」・「

皇
」

元

の
詩

の
中
で
は
、

敎
世
界
に
君
臨
す
る
高
位
の
神
々

の
名
が
散
見
す
る
。「

皇
」「
玉
晨
」「
老
君
」「
玄
元
」
そ
し
て
、

「
玉
皇
」
な
ど
で
あ
る
。

先
ず
、「
老
君
」「
玄
元
」「

」
に
關

し
て
、
元

の
老

子

を
見
て
お
こ
う
。
元

の
老
子

を
端

に
示
す
の
は
、

「
人

短
」（『
元

集
』

二
十
三
）
に
「
老
君

五
千
字
を
留
め

得
て
、
子
孫
萬
萬

と

す
、

し
て
玄
元

と
作
し
、
魂

魄
は
天
堂
に
坐
す
」
と

べ
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。「
老
君
」
は
、

敎
で
老
子
を
神
格

し
て
呼
ん
だ
呼

、

に
「
太
上
老
君
」

と
言
う
。「
五
千
字
」
は
『
老
子

德
經
』
で
あ
る
。

知
の
よ

う
に
、

王

で
は
、
老
子
を
皇
室
の
先

と
し
て
敬
い
、
老
子

に
對
し
て
「
玄
元
皇

」
の

號
を
奉
っ
て
い
た
。
玄
宗
の
時
代

に
な
る
と
、
國

か
ら
の
老
子
に
對
す
る

崇
は
一

、
甚
し
く

な
り
、
玄
宗
は
「
我
が

租
玄
元
皇

は
、

家
號
す
る

の
太

上
老
君
な
り
」
と
し
て
、
天
寶
二
載
、
天
寶
八
載
の
二
度
に
わ
た

っ
て
老
子
に
對
し
て

號
を

り
、
さ
ら
に
天
寶
十
三
載
（
七
五

四
）
に
は
、
大

高
上
大

金
闕
玄
元
天
皇
大

の

號
を

る
に
至
っ
て
い
る
。
元

は
、
玄
宗
の
こ
の
老
子
信
仰
・
玄
元
皇

信
仰
の
支
持

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。一
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に
『
老
子

德
經
』
に
つ
い
て
は
、
玄
宗
が
司
馬
承
禎
に
五

千
三
百
八
十
言
の
『
老
子

德
經
』
を
刊
定
さ
せ
た
こ
と
は
廣
く

知
ら
れ
て
い
る
。
元

に
は
、「
重
修
桐
柏

記
」
な
る
一

が

あ
り
、

の
葛
玄
に
始
ま
り
、

の
司
馬
承
禎
に
中
興
さ
れ
た
桐

柏

の

史
に
言

し
、
そ
の
中
で
、
睿
宗
時
代
の
桐
柏

の

建
、
玄
宗
時
代
の
『
老
子

德
經
』
の
刊
定
と
三
體
の
書
に
よ
る

記
載
と
い
う
司
馬
承
禎
の
事
跡
を

の

り

べ
て
い
る
。「
實

に

の
睿

、
民
の
愚
か
な
る
を
悼
み
、
乃
ち
郡
縣
に
詔
し
て
、

其
の
封
隅
を
厲
す
、
環
四
十
里
、
樵
蘇
す
る
を
得
る
無
し
、
復
た

桐
柏
に

し
、
用
て

の

め
を
承
く
、
司
馬
氏
を

て
、
時こ
の

靈

に
宅
せ
し
め
、
馬
も
亦
た

止
つ
と
め

、
其
の
徒
を

合
す
、
兵
は

鋸

を
執
る
も
、
獨
り
斧

を
持
し
、
手
は
上
淸
に
締むす
ぶ
も
、
實

は
我
が
軀
をいたわる
、
稜
稜
た
る

、

た
る
流
珠
、
萬
五
千

言
、
體
は
其
の
書
を
三
に
し
、
之
を
妙
臺
に
置
き
て
、
以
て

の

圖
を
永
とこしえに

す
」（『
元

集
』
外
集
續
補

二
、
ま
た
『

家
金
石

略
』）
と
。

司
馬
承
禎

六
四
七
｜
七
三
五
）字
は
子
微
、
河

の
人
。
先

し
た
茅
山
派

敎
の
集
大

、
陶
弘
景
の
三
傳
の
弟
子
で
あ

り
、
宗
師

師
正
の
直
接
の
弟
子
で
あ
る
。
彼
は
睿
宗
、
玄
宗
の

信
任
を
受
け

の

敎
界
に
重
き
を
な
し
た
。

と
目
さ
れ

る
『
坐

論
』
で
は
、
序

で
坐

の
法
は
、「
略

七
條
を

し
、
以
て
修

の
階

と
爲
す
」
と

く
如
く
「
敬
信
」「

」

「
收
心
」「

事
」「
眞

」「
泰
定
」「
得

」
の
七
段
階
が
設
け

ら
れ
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
外
、
桐
柏
山
の
王
子
晉
信
仰
に

關
す
る
『
上
淸
侍

晨
桐
柏
眞
人
眞
圖

び
に
序
』
な
ど
の

作
が
あ
る
。

元

の
「
東
川
に
使
す
」（『
元

集
』

十
七
）
の

作
の
中

に
「
問
囚
を
慚
ず
」
の
詩
が
あ
り
、
さ
ら
に
自

に
は
「
蜀
門
に

夜
行
し
、
順
之
と
司
馬

師
の
壇
上
に
在
り
て
出
處
を
話
せ
し
時

を
憶
う
」
と

べ
て

の
よ
う
に
詠
じ
る
。「
司
馬
子
微

壇
上

の
頭ほとり、
君
と
深
く
結
ぶ

白
雲
のともがら╱

平
の
村
落

買
を

擬
り
、
王
屋
の
山
泉

別

を
爲
す
╱
各
お
の
陸
渾
に
待
ち
て

一
尉
を
求
め
、
共
に
三

を

り
て

同
に
休
む
に
便
な
り
╱
那

ぞ
知
ら
ん

今
日
蜀
門
の
路
、

を
帶
び
て
夜
行
し

問
囚
に

る
と
は
」。

こ
の
詩
に
よ
れ
ば
、
元

は
こ
れ
よ
り
以

に
司
馬
承
禎
の
王
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屋
山
の

壇
を
訪
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
元

の
司
馬
承
禎
に
對

す
る
關
心
の
深
さ
が
窺
わ
れ
る
。

元

が
白
居
易
の
詩
に
唱
和
し
た
「

天
の

丹
に

る
に
和

す
」（『
元

集
』

六
）
を
讀
む
と
、
こ
の

丹
は
中
々
に

敎

に

し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
見
え
て
、
そ
れ
に

發
さ
れ
て
か

敎
色
の
甚
だ
濃
厚
な
詩

と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
重

な
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。「

生
の
面
を
識
ら
ざ
る
も
、
久
し

く
知
る

生
の

╱
跡
は
世
名
に
染
む
と
雖
も
、
心
は
本も
と
天
老

を
奉
ず
╱
雌
一
も
て
命
門
を
守
り
、
廻
九
も
て
血

を
塡しず
む
╱
氣

に
委
ね
て
榮
衞
は
和
し
、
津
を
咽
み
て

色
は
好
し
（
中
略
）
伊

れ
予
れ

固まことに
童
昧
よ
り
、
眞
を
希
う
こ
と
亦
た
早
し
と
云
う
╱

石
壇

玉
晨
の

、
晝
夜

長
く
自
ら

き
╱
密
印
し
て
丹
田
を

、
神
を

ば
し
て
三
島
を
夢
み
╱
萬

す

庭
の
經
、
一

す

靑

の
稻
╱
冥

す

方
朔
の
桃
、
結
念
す

安
期
の
棗
」

中
に
『

庭
經
』
が
出
て
く
る
よ
う
に
、「
雌
一
」
は
『

庭

景
經
』
の
「
五
行

第
二
十
五
」、「
命
門
」
は
「
脾
部

第
十

三
」、「
廻
九
」
は
「
徊
九
」
と
し
て
「
脾
長

第
十
五
」、「
血

」
は
「
高
奔

第
二
十
六
」、「
榮
衞
和
」
は
「
心
部

第
十
」

の
言
葉
を
踏
ま
え
て
い
る
。

ま
た
、「
玉
晨
の

」
に
つ
い
て
は
、

相

の
『
元

集
校

』
で
は
、
陶
弘
景
の
『
眞
靈
位
業
圖
』
の
「
第
二
中
位
」
に
置

か
れ
る
「
上
淸
高

太
上
玉
晨
玄
皇
大

君
」
を

げ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
關

す
る
神
格
と
し
て
は
、『

庭

景
經
』
の
「
上
淸

第
一
」
の
「
太
上
大

玉
晨
君
」、
ま
た
陶
弘
景
の
『
眞

』

五
の

の
「
太
上
高

玉
晨
大

君
」
な
ど
を

げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
茅
山
派
の
中
で
の
「
太
上

君
」
の

崇
と
關
わ
る
も

の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、「
陽

駅
」（『
元

集
』

二
）「
靑
雲
駅
」（『
元

集
』

二
）
は
、
三
十
二
才
の
時
に
、
江
陵
士
曹
參
軍
に
左

さ
れ
た

折
の
制
作
と
さ
れ
る
が
、

敎
に
關
す
る
記

で
は
落
差
が
大
き

い
。
先
ず
、「
陽

駅
」
の
末
尾
で
は
、

の
よ
う
に
不
平
を
訴

え
る
。「
今
來
り
て
此
の
驛
を

う
に
、

羅
の
洲
を
弔
う
が
若

し
、
祠
曹
は
羊

の
た
め
に
諱
む
に
、
此
の
驛
は
何
ぞ

し
か
ら

ざ
ら
ん
、
我
は
公
諱
を

く
る
を
願
う
に
、
名
づ
け
ら
れ
て
賢
を

く
る
の
郵
と
爲
る
、
此
の
名
に
深

有
り
、
賢
を
蔽
う
は
天
の

尤とが
む
る

、
吾
は
玄
元
の
敎
を
聞
く
も
、
日

は
九
幽
よ
り
冥くら
し
、

一
九
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幽

に
蔽
翳
さ
れ
る

は
、
永
く
幽

の
囚
と
爲
ら
ん
」。
相
當

な
落
ち

み
方
で
あ
る
。「

羅
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
賢
人

失
志
」
の
歌
と
さ
れ
る
「
離

」
の
作

、
屈
原
が
身
を
投
げ
た

場

。の
「
靑
雲
駅
」
は
、
極
め
て

敎
色
の

い
詩
で
、
元

の

仙
界

が
露
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

復
た
聞
く

の
上
、
下

す
れ
ば
日

低
し

銀

蕊
珠
の
殿
、
玉
版

金
字
の
題

大

南
北
に
直
く
、
群
仙

東
西
に
侍
す

仗
を

に
し
、
雷

鼓

を
轟
か
す

元
君

庭

を
理
め
、

左
右
は

桃

の
蹊

丹
霞
は

あざやか
に
綺
を

し
、
景
雲
は

や
か
な
る
こ
と

の
若
し

天
池

光

と
し
て

瑤
草

綠

た
り

衆
眞

千
萬
の
輩
、
柔

盡
く

の
如
し
。

こ
の
仙
界
に
南
面
す
る
「
大

」
と
は
何

か
と
思
う
が
、
後

に

の
よ
う
に
詠
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
恐
ら
く
「

皇
」
の

こ
と
を
別

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

皇
に

見
ゆ
る
を
願
わ
ず
、
雲
霧

重
重
と
し
て
翳
れ
ば

大

安
ん
ぞ
夢
み
る
可
け
ん
や
、

何
に
由
り
て
か

ま
ん

元

は
こ
の
よ
う
に
「

皇
」
を
仙
界
に
君
臨
す
る
存
在
と
し

て
歌
っ
て
い
る
が
、
一
方
、
友
人
の
白
居
易
に
は
、「
元
始
天

を
畫
け
る
の

び
に
序
」（『
白

集
』

二
十
）
が
あ
り
、

元
和
二
年
か
ら
六
年
の
作
と
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
德
宗
の
命
日
に
關

わ
る
公
式
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
序
で
「
元
始
天

」
に

つ
い
て
、「
元
な
る

は

天
の
先
、
始
な
る

は
萬
靈
の
母
な

り
、
混
じ
て
一
と

り
、

い
て
以
て
名
と
爲
す
、
至
れ
る
か
な

無
上
の

、
是
れ
を
以
て
號
と
爲
す
を
得
た
り
」「
以
謂
ら
く
元

始
天

な
る

は
、
眞
儀

か
ら
ず
、
相
に
隨
い
て
生
ず
、
神
用

は
方
無
く
、
念
に
應
じ
て
至
る
と
」
と

べ
、
更
に

の

頭
で

は
、「
玄

何
く
に
か
在
る

天
上
の
天
、

き
て
之
に
從
わ

ん
と
欲
す
れ
ば

と
し
て
よし

無
し
」
と
語
っ
て
い
る
。
元

・
白

居
易
と
も
ど
も
の
「

皇
」・「
元
始
天

」
に
對
す
る
敬

が
窺

わ
れ
る
。
な
お
陶
弘
景
の
『
眞
靈
位
業
圖
』
で
は
、
第
一
中
位
に

「
上
合

皇

君
應
號
元
始
天

」
が

げ
ら
れ
て
い
る
の
は

二
〇
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知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

末
・
五
代
の
碩
學

士
で
あ

る
杜
光
庭
の
『

敎
靈

記
』

十
六
や
『
神
仙
感
偶
傳
』

一14
）

に
依
れ
ば
、
崔
玄
亮
が
湖
州
の
紫
極
宮
で

齋
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
三
百
六
十
五
羽
の
鶴
が
壇
上
に
集
ま
り
、
そ
の

の
一
羽
が

「

皇
臺
」
の
頂
に
立
ち
、「
紫
氣
が
壇

ま
で
彌
亘
し
た
」
の
で
、

白
居
易
が
「

興
の
鶴
の

」
と
作
っ
た
と
も
傳
え
る
。

因
み
に
「
靑
雲
駅
」
で
は
、
仙
界
に
「
桃
源

」
を
思
わ
せ
る

「
桃

の
蹊
」
が
登
場
す
る
が
、

代
に
お
い
て
は
、「
桃
源

」

は

敎
の
仙
界
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
元

の

敎
に
關
わ
る
詩

に
は
、「
桃
」
が
頻
出
す
る
。
ま
た
、「
靑
雲
駅
」
で
は
、「
鳳
皇

梧
桐
を
占
む
」
と
鳳
皇
と
桐
が
仙
界
に
登
場
す
る
が
、
こ
れ
も
元

の

敎
に
關
わ
る
詩
の
特

で
あ
る
。

に

代
以
降
の

敎
と
の
關

で

目
さ
れ
る
の
は
、「
玉

皇
」
に
關
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
玉
皇
」
と
は

敎
史
に
お
い
て

は
、

常
、
北

の
眞
宗
時
代
に
そ
の
信
仰
が
確
立
し
た
玉
皇
大

を
指
す
。
そ
し
て
中

に
お
い
て
「
玉
皇
」
に
言

す
る
例
と

し
て
は
、
韓
愈
と
柳
宗
元
の

の
詩
な
ど
が

目
さ
れ
よ
う
。
先

ず
韓
愈
の
例
の
そ
の
一
は
「
夜

張
徹
を
領
し
て
盧

に
投
じ
、

雲
に
乘
り
て
共
に
玉
皇
の
家
に
至
る
」（

七
「
李

其
二
」
で
あ

り
、
今
一
つ
は
「
玉
皇

首
を
頷
き
て

去
す
る
を
許
し
、

に
乘

り
鶴
に
駕
り
て

靑
冥
に
來
る
」（

十
一
「
華
山
女
」『
韓
昌
黎
詩
繫

年
集
釋
』

十
一
）
で
あ
る
。

に
柳
宗
元
の
例
は
、「
界
圍
巖
水

簾
」
の
詩
に
「
忽
ち
玉
皇
に

す
る
が
如
く
、
天

を
垂

る
」
『
柳
宗
元
詩
箋
釋
』

三
）と

べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
例
は
、
中

に
お
け
る
「
玉
皇
」
に
對
す
る
關
心
を
背
景
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
例
を
差
し
置
い
て
、
中

に
お
い
て
「
玉

皇
」
に
つ
い
て
詠
じ
た
も
の
と
し
て

も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る

の
が
、
元

の
「
州
宅
を
以
て

天
に

る
」（『
元

集
』

二

十
二
）
の
詩
な
の
で
あ
る
。

州

遶
し
て

雲
堆
を
拂
い
、
鏡
水

𥡴
山

眼
に
滿

ち
て
來
る

四
面

常
時

屛
障
に
對
し
、
一
家

日

樓
臺
に
在
り

星
河

に
向
い
て
落
ち
る
が
似ごと
く
、
鼓
角

地
底
從
り

る
を
驚
く

我
は
是
れ
玉
皇
香
案
の
吏
、
謫
居
す
る
も

お
蓬
莱
に

む

二
一
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を
得
た
り

後
に
大
和
三
年
に
作
ら
れ
た
「
春
分
に

を
陽

洞
天
に
投

ず
る
の
作
」（『
元

集
』

二
十
六
）
を
見
て
お
こ
う
。
杜
光
庭

の
『
洞
天
福
地
嶽
涜
名
山
記
』
で
は
三
十
六
洞
天
の
第
十
番
目
に

「
會
𥡴
山
極
玄
陽

洞
天
三
百
里
、
越
州
會
𥡴
縣
に
在
り
、
夏
禹

書
を
探
す
」
と
あ
り
、「
禹
穴
」
と
も
呼
ば
れ
る

敎
の

地

「
陽

洞
天
」
に
元

が
玉

を
投
じ
て
神
を
祀
っ
た
折
り
の
作

品
で
あ
る
。
因
み
に
司
馬
承
禎
の
『
天
地
宮
府
圖15

）』
に
は
三
十
六

小
洞
天
の
中
、「
第
十
、
會
𥡴
山
洞
、

三
百
五
十
里
、
名
づ

け
て
極
玄
大
（
太
）
元
天
と
曰
う
、
越
州
山
陰
縣
鏡
湖
中
に
在
り
、

仙
人
郭
華

之
を
治
む
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
の
中
に
は

々
な

敎
の
神
々
を

ね
る
部
分
が
あ
る
。

東
皇

白
日
を
提
げ
、
北
斗

玄

に
下
る

騎
吏

皆

紫
に
し
て
、
科
車

盡
く
朱
な
り

地
侯

社
伯
を
鞭
ち
、

若

天

に
跨
が
る

霧
噴
く
雷
公
の
怒
、
烟
揚
が
る

鬼
の
趨

投
壺

玉
女
を
憐
れ
み
、

姑
を
笑
う

「

姑
」
を
は
じ
め
、「

鬼
」、「
社
伯
」、「
雷
公
」
な
ど
民

神
と
も
思
え
る
神
々
に
言

す
る
こ
と
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ

う
。

結

語

元

が
中

の
政
界
・

壇
の
重
鎭
で
あ
っ
た
李
德
裕
（
七

八
七
｜
八
四
九
）
に

る
詩
は
、
茅
山
派
第
十
六
代
の
宗
師
で
あ

る
孫
智
淸
と
も
親
交
の
あ
っ
た
李
德
裕
が

敎
に

詣
が
深
か
っ

た
爲
も
あ
っ
て
、

敎
が
ら
み
に
な
る
こ
と
が
多
い16

）。「
寄
浙
西

李
大
夫
四
首
」（『
元

集
』

二
十
二
）
も
そ
の
一
つ
で
、
そ
の

第
三
首
で

の
よ
う
に
詠
じ
る
。「
禁
林
の
同
直

話
し
て

を

交
え
、
夜
と
し
て
曾
て

に
到
ら
ざ
る
無
し
╱

も
憶
う

西
樓

人
靜
か
な
り
し
夜
、
玉
晨
の
鐘

兩
三
聲
（
自

：

玉
晨

は

紫
宸
殿
の
後
面
に
在
る
な
り
）」
と
。
で
は
何
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
の
か
と
い
う
と
、
第
二
首
で

の
よ
う
に

べ
る
こ
と
が
鍵
に

な
ろ
う
。「
蘂
珠
の
深
處

人
知
る
こ
と
少
な
し
、
網
索
し
て
西

の
か
た
臨
む

太
液
の
池
╱
浴
殿

曉
に
聞
く

天
語
の
後
、

の
騎
馬

笑
い
て
相
隨
う
（
自

：

網
索

太
液
池
の
上ほとり
に
在
り
、

學
士
の
候
對
、
此
に
歇
く
）」
と
あ
る
。「
蘂
珠
」
は

に
見
た

二
二
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り
、
元

の

敎
關
係
の
詩

に
頻
出
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、

「
蘂
珠
の
深
處
」
と
は
、

ち
「

敎
の
深
い
と
こ
ろ
」
を

味

す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

元

も
白
居
易
と
共
に
郭

舟

師
な
ど
と
も
交

が
あ
り
、

ま
た

客
と
い
う
方
士

な
人
物
な
ど
と
も
接

が
な
い
で
は

な
か
っ
た
。
ま
た
、「
秋
石
」
な
ど
の
仙
藥
を
用
い
た
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
元

の

敎
信
仰
は
、「
玉
皇
」
や
「
金

」
へ
の

言

な
ど
、
現
實
と
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
、
或
い
は
現
實
と

地
續
き
な
部
分
が
あ
り
な
が
ら
、
玄
宗
の

敎
信
仰
に
傾
倒
す
る

「

昌
宮
詞
」、
陶
弘
景
・
司
馬
承
禎
等
、
茅
山
派
の
先

へ
の
敬

慕
、「
靑
雲
駅
」

び

で
の
數
々
の
詩
な
ど
の
仙
界
の
神
々

へ
の
描
寫
を
見
る
と
、
ど
こ
か

憶

で
、
夢
幻

な
と
こ
ろ
に

そ
の
特

が
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

１
）

テ
ク
ス
ト
は
、
冀

『
元

集
』（
修
訂
本
）（
中
華
書
局

中

國
古
典

學
叢
書

二
○
一
○
年
）
を
用
い
、

相

『
元

集

校

』（
上

古

出
版
社
、
二
○
一
一
年
）、
楊
軍
『
元

集

年
箋

』（
三

出
版
社
、
二
○
○
二
年
）、

偉
斌
『
新

元

集
』（
三

出
版
社
、
二
○
一
五
年
）
な
ど
を
參
照
し
た
。
ま
た
、

白
居
易
の
詩

に
關
し
て
は
、
謝
思

『
白
居
易
詩
集
校

』

（『
白
詩
集
』
と
略
記
）（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）、『
白
居
易

集
校

』（『
白

集
』
と
略
記
）（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）

を
用
い
た
。
な
お
、
岡
村
繁
『
白
氏

集
』（

治
書
院
、
一
九

八
八
〜
二
○
一
八
年
）
を
隨
時
參
考
に
し
た
。

２
）

拙

『
赤
壁
と
碧

』（

古
書
院
、
二
○
一
六
年
）
參
照
。

３
）

目
加
田

『

詩
散
策
』（
時
事

信
社
、
一
九
七
九
年
）
參

照
。
ま
た
、「
鶯
鶯
傳
」
に
つ
い
て
も
參
考
に
し
た
。

４
）

英
樹

『
元

究
』（
彙

堂
、
一
九
七
七
年
）
參
照
。

ま
た
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
は
『
白

天
』（

英
樹
譯
、

み
す
ず
書

、
一
九
五
九
年
）
の
中
で
、
彼
（
元

）
は
五
、
六

世
紀
に
北
中
國
を
統
治
し
た
拓
跋
（

）
魏
の
王
室
の
子
孫
で
あ

っ
た
。（
中
略
）
五
四
九
年
に
そ
の
王

が
滅
び
た
時
、
洛
陽
に

っ
た
拓
跋
（

）
魏
の
一
族
は
、
完

に
中
國
人
と
な
り
、

に
「
洛
陽
の
人
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
、
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。

５
）

の
陶
弘
景
の
『
登
眞

訣
』
下
に
は
、「
若
井

鬼
爲
疾
病

」
と
あ
り
、「
井

と

の
鬼
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

６
）

堂

保
「
鳳
凰
と
飛

｜

タ
イ
共

基
語
の
一
面
」（
東

方
學
第
十
八
輯
、
一
九
五
九
年
）

７
）

張
振

「
元

愛

詩

離
思

敎

解
讀
」『
名
作

欣
賞
』
二
〇
〇
八
年
第
六
期
）
參
照
。

二
三

「
上
元
」「
蕊
珠
」
と
「
金

」「
玉
皇
」



ま
た
「
辨
日
旁
瑞
氣

」（『
元

集
』

三
十
五
）
に
『
乙
巳

占
』

一
「
日

旁
氣
占
」
第
五
に
見
え
る
「
戴
氣
」
な
ど
に
關

す
る
事
が
引
用
さ
れ
る
。
な
お
、『
金

流
珠
引
』
序
の
仙
界
の

神
々
に
つ
い
て
叙

す
る
部
分
を
參
考
さ
れ
た
い
。

８
）

小
南
一

『

代
傳
奇
小

論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

參
照
。

、
第
三

の
武

の
「
十
二
事
」
に
關
し
て
は
、
同
氏

の
『
中
國
の
神
話
と
物
語
り
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
參

照
。

９
）

入
谷
仙
介
「
悼

詩
に
つ
い
て
ー

岳
か
ら
元

ま
で
ー
」

（『
入
矢
敎
授
小
川
敎
授

休
記
念
中
國

學
語
學
論
集
』、
一
九

七
四
年
）
參
照
。

10
）

山
本
和
義
「
元

の

詩

び
悼

詩
に
つ
い
て
」（『
中
國

學
報
』
第
九

、
一
九
五
八
年
）

11
）

２
）拙

參
照
。

12
）

深
澤
一
幸
「
崔
玄
亮
の

敎
生
活
」（
麥
谷

夫

『
三
敎
交

論
叢
續

』
京

大
學
人

科
學

究

、
二
○
一
一
年
）、

蜂
屋

夫
「
白
居
易
の

家

敎
思
想
」（『
東
洋
學

究
』
第

二
十
七

別

、
一
九
八
八
年
）、
三
浦
國
雄
「
白

天
に
お
け

る

生
」（

井
健

『
中
華

人
の
生
活
』、
平
凡
社
、
一
九
九

四
年
）、
川
原
秀

「
白
居
易
と

餌
」（『
毒
藥
は
口
に
苦
し
』

大
修

書
店
、
二
〇
〇
一
年
刊
）、
吉
川
忠
夫
「「
靈
飛
散
方
傳
信

」
の

邊
」（『
東
方
宗
敎
』
第
九
十
號
、
一
九
九
七
年
）

13
）

吉
岡
義
豐
『

敎
經
典
史
論
』（

敎
刊
行
會
、
一
九
五
五

年
）、
ま
た
、
敦
煌
本
に
つ
い
て
は
、
大
淵

爾
『
敦
煌

經
』

目

・
圖

（
福
武
書
店
、
一
九
七
八
｜
七
九
年
）
を
參
考

に
し
た
。

14
）
『

敎
靈

記
』『
神
仙
感
偶
傳
』
に
つ
い
て
は
、

藏
本
の
外
、

羅
争
鳴
『
杜
光
庭
記
傳
十
種
輯
校
』（
中
華
書
局
、
二
○
一
三
年
）

も
參
考
に
し
た
。

15
）
『
天
地
宮
府
圖
』（『
雲
笈
七
籤
』

二
十
七
）
で
は
、
王
屋
山

は
十
大
洞
天
の
第
一
に
、
桐
柏
山
は
七
十
二
福
地
の
第
四
十
四
に

數
え
ら
れ
る
。

16
）

李
德
裕
と

敎
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
拙

『
隋

敎
思
想

史

究
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
參
照
。

二
四

「
上
元
」「
蕊
珠
」
と
「
金

」「
玉
皇
」


